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慶應義塾大学商学部小野晃典研究会 

第 8期ゼミ長 荻野真央 

 

 三田祭論文執筆活動。小野ゼミにおいてそれは、3 つの研究プロジェクト・チームに分かれた 3 年生が、

前期でインプットしたマーケティングの知識や経験を活かし、長きに亘る執筆期間の末に、共著論文とい

う形でアウトプットする、いわばゼミ活動の集大成である。今、こうして完成された分厚い三田祭論文集

『マーケティングの新潮流』を手にすると、筆舌に尽くし難いほどの達成感と共に、仲間と共に過ごした執

筆の日々が思い出される。 

 まず我々が取り組んだことは、研究テーマの選定であった。マーケティングを学び始めて間もない学生

であった我々が、日常生活に溢れた問題意識を手がかりに、既存研究を読み込んで研究テーマを選定して

いく。その姿勢は、駆け出しながらも、歴としたマーケティング研究者のものであった。そんな奮闘の末、

我々は 3チームともに興味深いテーマを選定することに成功したのである。 

 「玉磨かざれば光なし」――研究テーマを選定してからも、我々の奮闘は続く。むしろこれからが論文執

筆過程の主たるところであった。既存研究を読み漁り、議論に議論を重ね、衝突と融和を繰り返しながら、

少しずつではあるが確実に、その歩みを進めていく。かくして、論文執筆はゴールへと向かい、論文の内

容もより洗練され、昇華されていく。 

そうした日々を共に過ごすうちに、どの研究プロジェクト・チームも、抜群のチームワークを発揮するよ

うになった。一切の妥協をせず、時間も労力も惜しむことなく、互いに納得がいくまで議論する。そうし

て我々は、全力でぶつかり合い、支え合う仲間を手に入れた。ライバルであり、親友であり、かけがえの

ない家族を手に入れた。そしてこの論文集『マーケティングの新潮流』に纏められた論文群には、我々が、

そんな仲間との切磋琢磨の末に築き上げた論理と情熱のすべてが込められている。 

 

この冊子は以下の 3つの論文から構成されている。 

第 1の論文は、関東十ゼミ討論会にて口頭発表される「サービス・リカバリー満足の規定要因 ──リレ

ーションシップに着目して──」と題する論文である。この論文では、すべての産業においてサービスが

密接にかかわっていることへの注目が高まっているという現状を踏まえた上で、排除することが困難であ

る「サービスの失敗」に対するサービス提供者の対応を意味する「サービス・リカバリー」を、顧客がどの

ように評価するかということが、顧客とサービス提供者間のリレーションシップの影響を受けているので

はないかという問題意識から議論を展開する。そして、リレーションシップはどのように顧客のサービス・

リカバリー評価に影響するかということについて追究する。 

 第 2の論文は、慶應義塾大学マーケティング・ゼミ合同研究報告会にて口頭発表される「eクチコミのプ

ラットフォームが製品購買意図に及ぼす影響 ──消費者関与に着目して──」と題する論文である。この

論文では、近年、インターネット上でのクチコミ（eクチコミ）が消費者行動に及ぼす影響への注目が高ま

っているという現状を踏まえた上で、同じ eクチコミでも、eクチコミが投稿されるプラットフォームに

よって消費者の製品購買意図に及ぼす影響は異なるのではないかという問題意識から議論を展開する。そ
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して、プラットフォームがどのように消費者の製品購買意図に影響を与えるか、さらに、その影響が高関

与消費者と低関与消費者の間でどのように異なっているかということについて追究する。 

 第 3の論文は、慶應義塾大学商学部四分野インゼミ研究報告会にて口頭発表され、海外の学会に投稿予

定の“Determinants of Consumers’ Intention to Browse in Online/offline Stores”と題する英文論文であ

る。この論文では、消費者は実店舗だけではなくオンラインショップにおいてもブラウジング行動を起こ

すという現状を踏まえた上で、実店舗とオンラインショップにおいてブラウジングを行う上でその訪問動

機は異なるという問題意識から議論を展開する。そして、両者の訪問動機がブラウジング行動意図に与え

る影響力の差異について追究する。 

 

ここで、論文執筆を終えて、我々の心の支えになった方々に感謝の言葉を綴りたい。 

 

 同期へ。誰よりも多くの時間を共にした存在が、同期である。研究プロジェクト・チームの垣根を超えて、

共に励まし、競い合い、喜びも悲しみも分かち合った同期の存在にどれほど救われたことか。そんなかけ

がえのない仲間と過ごした日々は、やがて我々の血となり肉となり、一生の財産となるであろう。改めて

ここに、共に切磋琢磨した素晴らしい同期に感謝の意を表したい。 

 先輩へ。初めての論文執筆にあたり、右も左もわからない我々に、手厚く指導してくださった先輩がい

なければ、きっとこの論文を執筆することはできなかっただろう。兄のように、姉のように、指導してく

ださる先輩をこの上無く頼もしく感じると同時に、先輩方が執筆した過去のハイレベルな論文に負けじと、

論文執筆に対するモチベーションを高く保つことができた。親身に相談に乗って頂いた 7期生の先輩方、

大学院生の森岡耕作さん（第 3期 OB）、千葉貴宏さん（第 5期 OB）、池谷真剛さん（第 5期 OB）、窪田和基

さん（第 6期 OB）に、深く感謝の意を表したい。 

 家族へ。我々が論文を執筆するにあたって、家族の協力なくして執筆活動はできなかったであろう。論

文執筆活動に没頭するあまり、帰宅が遅れたり、連絡が途絶えがちになったりしてしまうこともしばしば

あった。その度に、家族には大いに心配をかけてしまったであろう。我々の執筆活動に対する理解と協力

に、心より感謝の意を表したい。 

 末筆ながら、我々の良き指導者であり、理解者である小野晃典先生に心より深く感謝の意を表したい。

我々が壁にぶつかり、迷走しているときに、光が差す方向へと導いてくれたのは、いつも小野先生であっ

た。常にゼミ生の自主性と成長意欲を尊重してくださる先生の存在があってこそ、我々は全力で前に進む

ことができた。我々の「書きたい論文」を形にするために、全力で指導してくださる、そんな先生の深い

愛情と丁寧なご指導があったからでこそ、この 3つの論文は、こうして『マーケティングの新潮流』とい

う大いなるテーマを冠するに相応しいものへと昇華できたのである。我々の学究生活は、もとよりこの論

文執筆活動に終わるものではない。今後も先生の学恩に感謝しつつ、勉学に精進していきたい。 

 

 

 

2010年 11月吉日 
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